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退職給付数理差異償却損の計上に関するお知らせ 

 

当社は、現在集計中の平成21年３月期決算（平成20年４月１日～平成21年３月31日）において、退職給付数理差異

償却損を営業外費用として計上する見込みとなりましたので、下記のとおりお知らせいたします。 

 

記 

 

１．(1) 【連結】 平成21年３月期末の退職給付数理差異償却損の総額 

(Ａ) 平成21年３月期末の退職給付数理差異償却損の総額（連結）  31,495 百万円 

(Ｂ) 平成20年３月期の連結純資産の額 （Ａ／Ｂ×１００） 
649,440 百万円 

（    4.8％）

(Ｃ) 平成20年３月期の連結経常利益額 （Ａ／Ｃ×１００） 
61,290 百万円 

（    51.4％）

(Ｄ) 平成20年３月期の連結当期純利益額（Ａ／Ｄ×１００） 
13,079 百万円 

（    240.8％）

 

  (2) 【個別】 平成21年３月期末の退職給付数理差異償却損の総額 

(Ａ) 平成21年３月期末の退職給付数理差異償却損の総額（個別） 24,812 百万円 

(Ｂ) 平成20年３月期の純資産の額 （Ａ／Ｂ×１００） 
561,255 百万円 

（    4.4％）

(Ｃ) 平成20年３月期の経常利益額 （Ａ／Ｃ×１００） 
49,959 百万円 

（    49.7％）

(Ｄ) 平成20年３月期の当期純利益額（Ａ／Ｄ×１００） 
7,446 百万円 

（    333.2％）

 

 （注）当社グループは、退職給付会計における数理計算上の差異について、発生年度に一括処理を行っています。当

期は運用環境の悪化により、年金資産の運用が当初に見込んだ計画を大幅に下回ったため、その不足分を数理計

算上の差異として営業外費用に計上いたします。 

 

２．今後の見通し 

 

   平成21年３月期の業績につきましては、現在集計中ですが、業績予想の修正が必要な場合は速やかにお知らせい

たします。 

   なお、平成21年２月10日に公表しました平成21年３月期の通期業績予想におきまして、退職給付数理差異償却

損として325億円を織り込んでおります。 

 

以 上 


